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西部楽酪会

三次市酪農振興会

8/6　西部事業所

7/24　JA三次営農センター

飼い主の意識改革から

　
三
次
市
酪
農
振
興
会（
橋
本
洋
資
会
長
・
会
員

二
十
五
名
）は
、
第
九
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
実

出
席
十
一
名
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
六
名
で
十
七
名

が
出
席
し
た
。
総
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
並
び
に
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
議
案
で

は
会
長
に
橋
本
洋
資
氏
、
副
会
長
に
茨
木
宏
士
氏
を

再
任
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
広
酪
の
役
員
改
選
に
あ
た
っ
て
の
新

役
員
と
の
意
見
交
換
と
し
て
、
鈴
木
道
弘
専
務（
広

酪
）と
懇
談
し
、
会
員
か
ら
は
多
く
の
意
見
要
望
が

寄
せ
ら
れ
、
組
合
運
営
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。

会
長
・
副
会
長
を
再
任

広
酪
役
員
と
の
意
見
交
換

　
西
部
楽
酪
会（
砂
子
拓
也
会
長
）は
会
員

ら
七
名
が
参
加
し
て
、
講
師
に（
株
）野
澤

組
九
州
営
業
所
・
塚
本
健
二
氏
を
招
き
、

「
乳
牛
の
改
良
に
つ
い
て
」と
題
し
た
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　
塚
本
氏
は
、「
ま
ず
、
牛
の
改
良
は
、
飼

い
主
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
改
良
と
は
現
段
階
よ
り
良
い
も
の
を

作
る
事
で
あ
り
、
現
状
に
満
足
し
、
向
上

心
が
無
け
れ
ば
、
改
良
を
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
意
識
を
変
え
、そ
の
牧
場
に
あ
っ

た
牛
に
改
良
し
、
基
盤
を
作
り
、
そ
こ
か

ら
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

営
向
上
に
つ
な
が
る
」と
締
め
く
く
ら
れ

た
。

　
参
加
会
員
か
ら
は
、
改
良
へ
の
興
味
が

湧
い
て
、
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

山田浩二牧場 8/22 ～ 28　山田浩二牧場、広島協同乳業（株）

　
山
田
浩
二
牧
場（
北
広
島

町
）
は
、
北
広
島
町
立
大
朝

中
学
校
が
行
う
職
場
体
験
を

受
け
入
れ
、
石
井
多
喜
さ
ん

（
二
年
生
）が
八
月
二
十
二
日

か
ら
二
十
八
日（
土
・
日
を

除
く
）
の
五
日
間
、
同
牧
場

で
酪
農
実
習
等
を
行
っ
た
。

　
石
井
さ
ん
は
、
動
物
が
好

き
で
「
実
際
に
飼
育
出
来
る

の
が
大
変
嬉
し
い
」と
意
欲

満
々
で
、
仔
牛
へ
の
哺
乳
や

飼
槽
の
清
掃
、
餌
や
り（
乾
草
）を
繰
り
返
し
行
い
、
午
後
四
時

か
ら
午
後
七
時
三
十
分
ま
で
の
作
業
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ま

れ
て
い
た
。
予
想
外
の
乾
草
の
重
さ
に
「
こ
ん
な
に
大
変
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」と
作
業
の
大
変
さ
も
実
感
さ
れ
て
い
た
。

　
二
十
七
日
に
は
同
町
の
広
島
協
同
乳
業（
株
）を
見
学
し
、
牧

場
か
ら
搬
入
さ
れ
た
生
乳
が
牛
乳
に
な
る
工
程
を
、
同
社
の
田

中
部
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
工
場
内
で
徹
底
さ
れ
る
衛
生
的
管

理
に
驚
い
て
い
た
。
同
行
の
山
田
牧
場
の
小
野
正
行
さ
ん
は
、「
食

品
に
対
す
る
安
全
性
を
考
え
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
。
こ
う
し

た
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
牛
乳
だ
か
ら
こ
そ
消
費
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
牛
乳
を
飲
ん
で
く
れ
る
ん
だ
よ
」と
優
し
く
教
え
ら
れ

て
い
た
。
石
井
さ
ん
は
「
将
来
は
動
物
に
関
係
す
る
職
に
就
き
た

い
」と
の
夢
を
持
た
れ
て
お
り
、
夢
に
つ
な
が
る
貴
重
な
職
場
体

験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

山
田
牧
場
で
職
場
体
験

酪
農
実
習
と
食
の
安
全
・
安
心
を
学
ぶ
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第７回庄原農協畜産共進会

広酪西部地域組合員連絡協議会・広酪西部事業所

8/23　庄原家畜市場

8/21　北広島町本地「友鉄グラウンド」

　第７回庄原農協畜産共進会が開催され、乳用牛の部第１区１０頭、第２区６頭の出品があった。
　第１区の首席には藤本卓氏、第２区の首席に和田慎吾氏の出品牛が選出され、総合首席には和田慎吾氏の
出品牛が輝いた。
　この結果、１０月２９日開催の広島県畜産共進会には、第１区から４頭、第２区から３頭の合計７頭(補欠
１頭)の出品が決定した。

　広酪西部地域組合員連絡協議会と広酪西部事業所は、第 20 回西部地区交流会を開催し、会員家族他 90 名
が参加してグラウンドゴルフを楽しんだ。
　開会にあたり、西原嘉一会長は「飼料価格は高騰を続け、暑さも厳しく牛の管理がとても大変であるが、様々
な思考をこらす努力も必要である。本日の交流会では、同業者や他業種間での意見交換を行いましょう」と挨
拶された。
　続いて、来賓の箕野博司北広島町長は挨拶で「為替の円安により飼料価格の高騰で厳しい酪農情勢と理解
している。行政として出来る限りの支援を行いたい」と述べられた。グラウンドゴルフ大会では、河野勝美氏（河
野久仁子牧場）が優勝され、その後の懇親会では、岩竹重城組合長（広酪）が「酪農家にとって乳量は給料である。
皆さんが年度当初に掲げた生産目標数量の達成に向けてしっかり頑張って頂きたい」と呼びかけられた。

総合首席に和田氏
県共出品牛７頭を選定

西部管内の組合員・酪農関係者ら９０名が参加
グラウンドゴルフで楽しく交流

※広島県畜産共進会への出品予定者は次のとおり

第１区　首席：藤本　卓	 （庄原市大久保町）
　　　　２席：庄原実業高校	 （庄原市西本町）　
　　　　３席：前谷	 隆博	 （庄原市一木町）
　　　　４席：庄原実業高校	 （庄原市西本町）

第２区　首席：和田	 慎吾	 （庄原市東城町）
　　　　２席：前谷	 隆博	 （庄原市一木町）
　　　　３席：藤本	 雄紀	 （庄原市大久保町）


